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北海道におけるカラマツ素材及び
製材の流通

鎌　田　昭　吉

　道林産課では，昭和44年から，毎年1～7）道内のカラマツ素材及び製材の流通調査を実施してい
る。このたび，昭和52年度分（52年4月～53年3月）についてとりまとめられたので，その要点
を紹介いたします。
　また，参考までに，最近6ヵ年間のカラマツ素材及び製材の価格を，木材市況月報（道林産課
調べ）により添付いたします。

  1．カラマツ素材

  1．1　カラマツ素材生産量

　この1ヵ年間に，多少にかか

わらず，カラマツ素材丸太を生

産した道内の全生産者（445事

業所）からの回答により，52年

度中に生産されたカラマツ素材

の林野別数量を第1表に，支庁

別数量を第2表に示した。

　生産業者数については，前年の

626から445に減っているが，総生産

量は51年度の11％増の506千m3とな

っており，一事業所あたりの生産量

が増加の傾向を示している。

　林野別にみると，国・道・市町村

・会社・個人有林，それぞれからの

出材がおしなべて順調に伸びてい

る。

　支庁別生産量では，網走（全道の

29.4％），十勝（26.4％），上川

（14.1％）の3支庁で，約70％を占

めていることは，ここ数年来変わり
がない。空知，釧路，胆振の伸びが著しい反面，後

志，根室，宗谷はかなり落ち込んでいる。

　1．2　素材の径級構成

　丸太のまま利用されるものや，製材されるものなど

を全部含めた素材の径級別生産量の割合を，第3表に

示した。

　径級14cm未満の小径木が，依然として約60％を占

めている。径級20cm以上のものは約9％で，年々わ

ずかながら減少の傾向を示している。つまり，径級20

cm未満の細い丸太の占める割合が徐々に増えている
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ことが分る。

  1．3　素材の用途別・販売別・地域別出荷量

　最近6ヵ年間の推移，並びに52年度の内訳は，第4

表のとおりである。

　用途別には，坑木の出荷量の伸びが注目されるが，

これは52年度の坑木総需要量の58.5％を占め，針葉樹

坑木の93％となっている。杭・足場丸太は年々減少の

傾向を示し，パルプチップ用は横ばいである。

　販売先別では，道森連扱い（74組合）が，前年度の

54％増をみたことが大きな動きである。

の大型の工場が10工場増えてい

る。この大型工場の増えた理由の

一つは，ソ連産カラマツの大幅な

輸入増によるものである。

　ついで，カラマツ製材生産量の

階層別に分類してみると，カラマ

ツ製材生産量が，年間100m3未

満の工場が42工場（一工場平均48

m3/年間），同じく100～500m3

は61工場（同平均246m3/年間），

500～1,000m3は21工場（同平均

711m3/年間），1,000～3,000m3

は20工場（同平均1,867m3/年

間），3,000～5,000m3は14工場

（同平均3,845m3/年間），5,000

m3以上は4工場（同平均8,107

m3/年間）である。

　3,000m3/年間以上の大規模な

　地域別では，道内消費が約99％を占め，丸太の移出

量は1％程度にすぎないことは変りがない。

　2．カラマツ製材

　2．　カラマツ挽き立工場数

　第5表に示したとおり，53年3月末現在における道

内の製材工場数858工場（前年889工場）のうち，カ

ラマツ材を多少なりとも挽き材した工場の数は162工

場（前年172工場）である。

　数のうえでは10工場の減となっているが，一工場あ

たり消費量が増え，なかでも製材出力階層75KW以上
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カラマツ専門びき工場は18工場で，全道カラ

マツ製材生産量の約56％を占めている。

　2．2　製材用カラマツ素材の径級構成

　製材用に向けられた原木の径級別割合を，

第6表に示した。

　径級7cm未満のダンネージ用小径木が減

少の傾向を示し，反面，径級30cm以上の大

径木の占める割合がやや増えてきている。

　しかし，依然として径級20cm以上の中・

大径木は全体の18％程度にすぎない。

　2．3　カラマツの製材生産量及び出荷量

　全道のカラマツ原木消費量，製材生産量及

び製材出荷量の推移を，第7表に示した。

　ソ連産カラマツ原木の消費量が，前年の

2.4倍と大幅に伸びており，ここにも「円高

ドル安」の影響が反映している。

　全道ひとまとめにしてみた統計数値による，カラマ
ツの製材歩止りは，45年度から52年度の69.9％（45年

度）、71.8，71.7，69.0，69.0，69.0，70.7，68.9％

（52年度）となっている。

　なお，52年度におけるカラマツ製材の比重を全道的

にみると，カラマツは，N・L込製材用総原木消費量

（5,044千m3）の約4.5％，総製材生産量（3,168千m3）

の約4.9％を占めるようになってきた。

　2．4　支庁別にみたカラマツ製材工場数及び生産量

　支庁別にみたカラマツ挽き立工場数，原木消費量，

製材生産量及び製材出荷量を，第8表に示した。カラ

マツを挽き立する工場は，以前から全道各地に分布し

ている。

　工場数では，渡島支庁が40工場と一番多いが，一工

場あたり原木消費量は252m3/年間と少なく，カラマ

ツの賃挽き工場やソ連産カラマツを挽く工場が多く含

まれている。

　渡島にかぎらず，桧山・胆振など道南地域では，小

規模な工場か，カラマツ材の挽き立量が少ない工場が

多い。この地域ではエゾマツやトドマツ材などの優良

針葉樹材に乏しいので，カラマツ製材も建築用材（主

として土台用）として比較的多く使われており，土木

用，パレット材なども大部分が地場消費されている。

　カラマツ素材の主産地である道東の網走，十勝で
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は，大型のカラマツ専門びき工場が多く，製品は地場

消費される量も多いが，なんといっても土木用材（主

として押角）や梱包材やダンネージなどの本州移出が

主体となっている。両支庁で，道外移出量の約82％を

占めている。

　また，ソ連産カラマツは，港のある渡島，留萌，宗

谷（道産カラマツはない）に入って来ているが，内陸

の上川管内にまでその足が伸びてきていることが注目

される。

　2．5　製材品の用途別・販売先別・仕向け地域別

　　　　出荷量

　最近6ヵ年間の推移，並びに52年度の内訳は，第9

表に示した。用途別出荷量では，建築用材と土木用材

が年々減少の傾向を示しているが，その低減率はゆる

やかになっている。これに反して，ダンネージや製凾

・仕組板が順調に伸びてきている。

　販売先別出荷量では，自家使用が年々減少し，これ

に替って道森連扱い（19組合工場）が伸びてきてい

る。そのシエアは，自家使用3％，直接販売28％，商

社・集荷業者51％，道森連18％となっており，依然と

して商社・集荷業者の力が強い。このことは，梱包材

やダンネージやドラム材・パレット材など本州移出の

分野において，とくに顕著である。

　出荷地域別では，道内42％，道外58％となってお

り，ここ数年来大きな変化はみられない。

　本州向けでは，相変らず京浜地方が約92％を占め，

その他向けは伸び悩んでいる。全道のカラマツ製材品

の約54％が京浜地域に出荷されており，なかでも梱包

材の約87％，ダンネージの約85％，ドラム材の約84％

が京浜に流れている。

　道内消費される主なものは，地場消費（自支庁内出

荷）型の建築用材と土木用材であるが，その用途区分

の全道平均は，つぎのとおりである。

　3．カラマツ素材及び製材の価格

　参考までに，素材及び製材の生産地域である本別
（十勝）市場と，素材の消費地・製材の生産地域であ

　る旭川市場と素材及び製材の消費地域である札幌市場

　の年平均価格を第10表に示した。
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